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1原子力機構  

 

核物質非破壊測定技術の 1 つであるダイアウェイ時間差分析法を使用した装置では、その性能を評価す

る上で中性子発生管により装置内に作られる中性子場を確認することは重要である。本発表では、放射化

分析と PHITS シミュレーションによる絶対中性子束分布の評価結果を報告する。 
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1. 緒言 

 原子力機構では、核変換用 MA-Pu燃料などの高線量核燃量の非破壊測定装置へ適用可能な技術開発を目

的として研究を開始した。現在、その試験装置として D-T 中性子発生管を使用した非破壊核物質測定装置

Active-N の設計・開発を行っている。Active-N において試験予定の技術の一つである DDA法では、設計し

た装置の性能を評価する上で中性子発生管により装置内に作られる中性子場を確認することが重要である。

本研究では、設計中の Active-N の体系内での中性子束分布の評価の前段階として、DDA法の一種である高

速中性子直接問いかけ(FNDI)法を利用した核物質非破壊測定装置 JAEA Active Waste Assay System-Toukai 

(JAWAS-T) 内での絶対中性子束分布を放射化分析と PHITSを用いたシミュレーションにより評価した。 

2. PHITSシミュレーション結果 

図 1に JAWAS-T 体系の模式図を示した。測定部の空間には中性子発生管と中性子検出器バンクが設置さ

れている。また、FNDI法では体系内の熱中性子はノイズ成分となるため、熱中性子吸収材である Cdを装

置の内壁に貼付している。図 2 に PHITS を用いて計算した JAWAS-T 測定部空間内の中性子エネルギース

ペクトルを示した。中性子発生管から発生する 14 MeV のピークとカドミウムによる熱中性子の吸収が見

られ、FNDI 法に適した中性子スペクトルになっている事が確認された。また、現在、放射化分析により絶

対中性子束の評価を実施している。 
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図 2 中性子エネルギースペクトル 
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図１ 装置体系 
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